









































































































































岡本 ･岡田 ･日揮 :在宅高齢者の社会参加活動意向の充足状況と基本属性等との関連 -265-
望については,親しい友人または知人がほしいと思うか 定した｡この ｢社会参加活動｣は,その研究班で設定し
について,｢思う｣,｢思わない｣という2つの選択肢で た ｢社会との関係における意向の調査項目｣を構成して
回答を求めた｡ いる下位概念の1つである｡ この ｢社会との関係におけ
表 1 分析対象者の基礎属性
















性別 男性 215 41.5
女性 303 58.5

























































ADL(14点満点) 14点 371 76.5
8-13& 91 18.8
0-7点 23 4.7







































































































































































岡本 ･岡田 ･日揮 :在宅高齢者の社会参加活動意向の充足状況と基本属性等との関連
表3 活動意向の充足の状況
活動状況得点 ■ 合計0 1 2 3 4
請動意 0 14 3 3 1 0 21
(2.7) (0.6) (0.6) (0.2) (0) (4.1)
1 5 33 10 6 2 56
(1.0) (6.4) (1.9) (1.2) (0.4) (10.8)
2 17 20 9 2 49
向得点 (0.2) (i.3) (3.9) (1.7) (0.4) (9.5)3 6 16 25 63 6 116
(1.2) (3.1) (4.8) (12.2) (1.2) (22.4)
4 3 17 37 78 141 276
(0.6) (3.3) (7.1) (15.1) (27.2) (53.3)










学 歴 (p<.01), 職 歴 (p<.05),



















項目 カテゴリー 意向充足群 意向未充足群 検定
年齢 65-74歳 192(58.4%) 137(41.6%)
75歳以上 121(64.0%) 68(36.0%)
性別 男性 139(64.7%) 76(35.3%)
女性 174(57.4%) 129(42.6%)
∩.S.
家族形態 独居 20(66.7%) 10(33.3%)
夫婦のみ 46(61.3%) 29(38.7%) n.ら.
その他世帯 242(60.3%) 159(39.7%)











居住年数 10年以上 2糾(61.2%) 180(38.8%)
10年未満 21(51.2%) 20(48.8%)
ADL 自立群 241(65.0%) 130(35.0%)
非自立群 51(44.7%) 63(55.3%)
遠方外出能力 できる 202(67.1%) 99(32.9%)
できない 110(51.2%) 105(48.8%)
暮らし向き自己評価 上位群 217(61.5%) 136(38.5%)
下位群 82(56.6%) 63(43.4%)
健康度自己評価 健康群 209(65.1%) 112(34.9%)
非健康群 102(52.6%) 92(47.4%)
友人 ･知人の有無 いる 291(60.6%) 189(39.4%)
いない 22(62.9%) 13(37.1%)







































































































































































































































































































































































































































岡本 秀明､岡田 進一､白樺 政和
要旨:本研究では,在宅高齢者の社会参加活動意向の充足状況と基本属性等との関連性を検討した｡宮城県の非都
市部における在宅高齢者を対象に,自記式質問票を用いた調査を実施した結果,518名の分析対象者を得た｡本研
究では,社会参加活動を構成する4つの測定項目を設定し,活動意向と活動状況を尋ねた｡分析の結果,第一に,
活動意向が充足されていない者の割合は,全体の39.6%を占めていた｡第二に,活動意向の充足状況と基本属性等
との関連性をx2検定を用いて分析した結果,活動意向の充足状況に有意な関連がみられた変数は,学歴,職歴,
ADL,遠方外出能九 健康度自己評価,友人 ･知人の獲得希望であった｡高齢者が社会参加活動の機会を保障され
るような望ましい高齢社会を構築していくためには,高齢者が様々な活動に気軽にかかわれるような社会的基盤を
整備していくことが必要である｡
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